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[Table0003]

単一回答 n ％
全体 (4165)

1 　産業動物診療（牛・馬・豚・鶏・その他） 413 9.9
2 　小動物診療（犬・猫・小鳥） 447 10.7
3 　1及び2以外の診療 104 2.5
4 　診療以外の業務であって獣医学上の知識を必要とする業務 2962 71.1
5 　獣医学上の知識を必要としない業務 193 4.6
6 　無職 45 1.1
無回答 1 0.0

[Table0004]

単一回答 n ％
全体 (4119)

1
自ら開設する診療施設において診療の業務に従事（開設者又は法人
代表者）

298 7.2

2 他の者が開設する診療施設において診療の業務に従事 355 8.6
3 自ら往診のみによって診療の業務に従事 31 0.8
4 他の者に雇用され往診のみによって診療の業務に従事 125 3.0
5 農林畜産関係の行政事務に従事 976 23.7
6 公衆衛生関係の行政事務に従事 1696 41.2
7 環境関係の行政事務に従事 57 1.4
8 その他の行政事務に従事（分野を具体的に記入：【 】） 70 1.7
9 試験研究に従事（大学勤務を除く。） 150 3.6
10 獣医系大学で教育に従事（教官又は教員） 49 1.2
11 獣医系大学の勤務者（大学院生を含む。）で10以外に従事 4 0.1
12 獣医系大学以外で教育に従事（教官又は教員） 15 0.4
13 製薬関係に従事 105 2.5
14 飼料関係に従事 20 0.5
15 その他（具体的に記入：【 】） 167 4.1

無回答 1 0.0

[Table0005]

単一回答 n ％
全体 (4119)

1 個人診療施設 474 11.5
2 農業協同組合 20 0.5
3 農業共済組合、農業共済組合連合会又は特定組合 225 5.5
4 国（本省等） 110 2.7
5 国（検査指導機関） 92 2.2
6 国（その他・具体的に記入：【 】） 38 0.9
7 都道府県（本庁等） 293 7.1
8 都道府県（検査指導機関） 59 1.4
9 都道府県（家畜保健衛生所等） 617 15.0
10 都道府県（保健所等） 472 11.5
11 都道府県（食肉衛生検査所等） 382 9.3
12 都道府県（その他・具体的に記入：【 】） 182 4.4
13 市町村（本庁等） 51 1.2
14 市町村（検査指導機関） 20 0.5
15 市町村（保健所等） 349 8.5
16 市町村（食肉衛生検査所等） 164 4.0
17 市町村（その他・具体的に記入：【 】） 70 1.7
18 独立行政法人 54 1.3
19 国立・公立大学法人 34 0.8
20 私立学校 39 0.9
21 競馬関係団体 8 0.2
22 民間企業 253 6.1
23 公益法人、一般社団・財団法人等 83 2.0
24 その他（具体的に記入：【 】） 29 0.7

無回答 1 0.0

Q1 あなたの現在の業務の種類として最もあてはまるものをお選びください。

Q2 あなたの現在の業務の内容として最もあてはまるものをお選びください。

Q3 あなたの現在の勤務先として最もあてはまるものをお選びください。

産業動物診療（牛・馬・

豚・鶏・その他） 9.9%

小動物診療（犬・

猫・小鳥） 10.7%

1及び2以外の診療2.5%

診療以外の業務であって獣医

学上の知識を必要とする業務
71.1%

獣医学上の知識を必要と

しない業務 4.6%

無職 1.1%

無回答 0.0%

[Q1] あなたの現在の業務の種類として最もあてはまるものをお選びください。

(n=4165)

自ら開設する診療施設において

診療の業務に従事（開設者又は

法人代表者）7.2%

他の者が開設する診療施設にお

いて診療の業務に従事8.6%

自ら往診のみによって診療

の業務に従事 0.8%
他の者に雇用され往診のみに

よって診療の業務に従事3.0%

農林畜産関係

の行政事務に

従事 23.7%

公衆衛生関係の行

政事務に従事 41.2%

環境関係の行政事

務に従事 1.4%

その他の行政事務に従事1.7%
試験研究に従事（大学勤

務を除く。） 3.6%

獣医系大学で教育に従事（教官

又は教員） 1.2%

獣医系大学の勤務者（大学院生

を含む。）で10以外に従事0.1%

獣医系大学以外で教育に従事

（教官又は教員）0.4%

製薬関係

に従事
2.5%

飼料

関係

に従

事
0.5%

その他 4.1%

無回答
0.0%

[Q2] あなたの現在の業務の内容として最もあてはまるものをお選びください。

(n=4119)
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[Table0006]

単一回答 n ％
全体 (4165)

1 　産業動物診療（牛・馬・豚・鶏・その他） 296 7.1
2 　小動物診療（犬・猫・小鳥） 780 18.7
3 　1及び2以外の診療 62 1.5
4 　診療以外の業務であって獣医学上の知識を必要とする業務 916 22.0
5 　獣医学上の知識を必要としない業務 190 4.6
6 　現在の仕事以前に他の仕事をしたことはない 1891 45.4
7 　獣医師免許取得後、一度も仕事をしたことがない 0 0.0
無回答 30 0.7

[Table0007]

単一回答 n ％
全体 (2244)

1
自ら開設する診療施設において診療の業務に従事（開設者又は法人
代表者）

34 1.5

2 他の者が開設する診療施設において診療の業務に従事 894 39.8
3 自ら往診のみによって診療の業務に従事 6 0.3
4 他の者に雇用され往診のみによって診療の業務に従事 105 4.7
5 農林畜産関係の行政事務に従事 282 12.6
6 公衆衛生関係の行政事務に従事 389 17.3
7 環境関係の行政事務に従事 16 0.7
8 その他の行政事務に従事（分野を具体的に記入：【 】） 42 1.9
9 試験研究に従事（大学勤務を除く。） 73 3.3
10 獣医系大学で教育に従事（教官又は教員） 19 0.8
11 獣医系大学の勤務者（大学院生を含む。）で10以外に従事 18 0.8
12 獣医系大学以外で教育に従事（教官又は教員） 25 1.1
13 製薬関係に従事 110 4.9
14 飼料関係に従事 33 1.5
15 その他（具体的に記入：【 】） 187 8.3

無回答 11 0.5

Q4 あなたは、現在の仕事以前に、他の仕事に就いたことがありますか。
就業していたことがある業務の種類として、あてはまるものをお選びください。
※複数該当する方は、直近のお仕事についてお知らせください。

Q5 以前に就業していたことがある業務の内容として、あてはまるものをお選びください。
※複数該当する方は、直近のお仕事についてお知らせください。

個人診療

施設
11.5%

農業協同組合 0.5%

農業共済組合、農業共済組合

連合会又は特定組合5.5%

国（本省等） 2.7%

国（検査指導機関） 2.2%

国（その他） 0.9%

都道府県（本庁等） 7.1%

都道府県（検査指導機

関） 1.4%

都道府県（家畜保健衛生所

等） 15.0%
都道府県（保健所等） 11.5%

都道府県（食肉衛生検査所

等） 9.3%

都道府県（その他） 4.4%

市町村（本庁等）1.2%

市町村（検査指導機関） 0.5%

市町村（保健所等） 8.5%

市町村（食肉衛生

検査所等） 4.0%

市町村（その他） 1.7%

独立行政法人 1.3%

国立・公立大学法人0.8%

私立学校
0.9%

競馬関係団体
0.2%

民間企業
6.1%

公益法人、一般社団・財団法

人等 2.0%

その他 0.7%

無回答 0.0%

[Q3] あなたの現在の勤務先として最もあてはまるものをお選びください。

(n=4119)

産業動物診療

（牛・馬・豚・鶏・そ

の他） 7.1%

小動物診療（犬・

猫・小鳥） 18.7%

1及び2以外の診療1.5%

診療以外の業務であって獣

医学上の知識を必要とする業

務 22.0%獣医学上の知識を必要

としない業務4.6%

現在の仕事

以前に他の

仕事をしたこ

とはない
45.4%

獣医師免許取得後、一度も

仕事をしたことがない0.0%

無回答
0.7%

[Q4] あなたは、現在の仕事以前に、他の仕事に就いたことがありますか。

就業していたことがある業務の種類として、あてはまるものをお選びください。

※複数該当する方は、直近のお仕事についてお知らせください。

(n=4165)
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[Table0008]

単一回答 n ％
全体 (2244)

1 個人診療施設 747 33.3
2 農業協同組合 37 1.6
3 農業共済組合、農業共済組合連合会又は特定組合 148 6.6
4 国（本省等） 25 1.1
5 国（検査指導機関） 11 0.5
6 国（その他・具体的に記入：【 】） 16 0.7
7 都道府県（本庁等） 52 2.3
8 都道府県（検査指導機関） 13 0.6
9 都道府県（家畜保健衛生所等） 196 8.7
10 都道府県（保健所等） 122 5.4
11 都道府県（食肉衛生検査所等） 123 5.5
12 都道府県（その他・具体的に記入：【 】） 48 2.1
13 市町村（本庁等） 17 0.8
14 市町村（検査指導機関） 8 0.4
15 市町村（保健所等） 66 2.9
16 市町村（食肉衛生検査所等） 40 1.8
17 市町村（その他・具体的に記入：【 】） 31 1.4
18 独立行政法人 24 1.1
19 国立・公立大学法人 53 2.4
20 私立学校 24 1.1
21 競馬関係団体 10 0.4
22 民間企業 321 14.3
23 公益法人、一般社団・財団法人等 49 2.2
24 その他（具体的に記入：【 】） 48 2.1

無回答 15 0.7

[Table0009]

単一回答 n ％
全体 (238)

1 　離れてから6ヶ月（半年）未満 28 11.8
2 　～1年未満 18 7.6
3 　～2年未満 31 13.0
4 　～3年未満 20 8.4
5 　～4年未満 16 6.7
6 　～5年未満 16 6.7
7 　5年以上 78 32.8

8
　獣医師免許取得以降、一度も獣医学上の知識を必要とする業務に
従事したことはない

28 11.8

無回答 3 1.3

Q6 以前に就業していたことがある勤務先について、あてはまるものをお選びください。
※複数該当する方は、直近のお仕事についてお知らせください。

Q7 獣医学上の知識を必要とする業務から離れて、どのくらいの期間が経っていますか。最も近いものをお答えください。

他の者が開設する

診療施設において

診療の業務に従事
39.8%

自ら往診のみによって診

療の業務に従事 0.3%

他の者に雇用され往診のみに

よって診療の業務に従事4.7%

農林畜産関係の行政事

務に従事 12.6%

公衆衛生関係の行

政事務に従事
17.3%

環境関係の行政事務に

従事 0.7%

その他の行政事

務に従事 1.9%

試験研究に従事

（大学勤務を除く。）
3.3%

獣医系大学で教育に従事（教

官又は教員）0.8%

獣医系大学の勤務者（大学院

生を含む。）で10以外に従事
0.8%

獣医系大学以外で教育に従事

（教官又は教員） 1.1%

製薬関係に従事 4.9%

飼料関係に従事 1.5%

その他
8.3%

無回答　0.5％

[Q5] 以前に就業していたことがある業務の内容として、あてはまるものをお選びください。

※複数該当する方は、直近のお仕事についてお知らせください。

(n=2244)

個人診療施設 33.3%

農業協同組合 1.6%

農業共済組合、農業共済組合

連合会又は特定組合6.6%国（本省等） 1.1%

国（検査指導機関） 0.5%

国（その他）
0.7%

都道府県

（本庁等）
2.3%

都道府県（家畜保

健衛生所等）8.7%

都道府県（保健所
等） 5.4%

都道府県（食肉衛

生検査所等） 5.5%

都道府県（その他） 2.1%

市町村（本庁等） 0.8%

市町村（検査指導機関） 0.4%

市町村（保健所等） 2.9%

市町村（食肉衛生検査所等）
1.8%

市町村（その他） 1.4%

独立行政法人 1.1%

国立・公立大学法人2.4%

私立学校 1.1%

競馬関係団体 0.4%

民間企業 14.3%

公益法人、一

般社団・財団

法人等 2.2%
その他 2.1%

無回答 0.7%

[Q6] 以前に就業していたことがある勤務先について、あてはまるものをお選びください。

※複数該当する方は、直近のお仕事についてお知らせください。

(n=2244)
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自ら開設する
診療施設にお
いて診療の業
務に従事（開
設者又は法人
代表者）　1.9％

都道府県（検査
指導機関）0.6％



[Table0010]

単一回答 n ％
全体 (238)

1 すぐにでも就きたい 36 15.1
2 いずれ就きたい 60 25.2
3 短時間勤務など、条件が合えば就きたい 72 30.3
4 就くつもりはない 68 28.6
無回答 2 0.8

[Table0011]

複数回答 n ％
全体 (238)

1 精神的に疲れる仕事だから 23 9.7
2 体力的に自信がないから 28 11.8
3 技術的に自信がないから 25 10.5
4 業務内容に収入が見合っていないから 30 12.6
5 自分には向いていない仕事だから 17 7.1
6 短時間勤務なら可能だが、適当な職場がみつからないから 21 8.8
7 時間の融通がきかない、休みが取れないから 26 10.9
8 家の近くに適当な職場がないから 25 10.5

9
現在の仕事を続けたいから（仕事の内容と理由（やりがいがある、
給与・待遇がいいなど）を具体的にお書きください：【　　　】）

35 14.7

10 他にやりたいこと（趣味や勉強など）があるから 12 5.0
11 就職活動をしたいが、どうしたらよいかわからないから 5 2.1
12 就職活動中だが、うまくいっていないから 6 2.5
13 家事 6 2.5
14 結婚 3 1.3
15 妊娠・出産 3 1.3
16 育児 12 5.0
17 介護 3 1.3
18 人事異動 98 41.2

19
その他の事情（夫の転勤、家族に反対されている、など）（具体的
にお書きください：【　　　】）

29 12.2

無回答 6 2.5

Q8 あなたは、今後、獣医師としての資格をいかし、獣医学上の知識を必要とする業務に就きたいとお考えですか。

Q9 あなたが現在、獣医学上の知識を必要とする業務に就いていない理由として、あてはまるものを全てお選びください。

離れてから6ヶ月

（半年）未満11.8%

～1年未満 7.6%

～2年未満 13.0%

～3年未満 8.4%

～4年未満 6.7%～5年未満 6.7%

5年以上
32.8%

獣医師免許取得以

降、一度も獣医学上の

知識を必要とする業務

に従事したことはない
11.8%

無回答 1.3%

[Q7] 獣医学上の知識を必要とする業務から離れて、どのくらいの期間が経っていますか。最も近いものをお答え

ください。

(n=238)

すぐにでも就きたい15.1%

いずれ就

きたい
25.2%

短時間勤務など、条件が合

えば就きたい30.3%

就くつもり

はない
28.6%

無回答 0.8%

[Q8] あなたは、今後、獣医師としての資格をいかし、獣医学上の知識を必要とする業務に就きたいとお考えです

か。

(n=238)

9.7

11.8

10.5

12.6

7.1

8.8

10.9

10.5

14.7

5.0

2.1

2.5

2.5

1.3

1.3

5.0

1.3

41.2

12.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神的に疲れる仕事だから

体力的に自信がないから

技術的に自信がないから

業務内容に収入が見合っていないから

自分には向いていない仕事だから

短時間勤務なら可能だが、適当な職場がみつからないから

時間の融通がきかない、休みが取れないから

家の近くに適当な職場がないから

現在の仕事を続けたいから（仕事の内容と理由（やりがいがある、…

他にやりたいこと（趣味や勉強など）があるから

就職活動をしたいが、どうしたらよいかわからないから

就職活動中だが、うまくいっていないから

家事

結婚

妊娠・出産

育児

介護

人事異動

その他の事情（夫の転勤、家族に反対されている、など）（具体的に…

無回答

[Q9] あなたが現在、獣医学上の知識を必要とする業務に就いていない理由として、あてはまるものを全てお

選びください。

(n=238)
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[Table0012]

単一回答マトリクス 1 2 3 4 5

全体
とても
思う

やや思
う

どちら
ともい
えない

あまり
思わな
い

まった
く思わ
ない

無回答

1 (4135) 533 875 902 1186 597 42
12.9 21.2 21.8 28.7 14.4 1.0

2 (4135) 404 767 593 1496 831 44
9.8 18.5 14.3 36.2 20.1 1.1

3 (4135) 437 753 682 759 1447 57
10.6 18.2 16.5 18.4 35.0 1.4

4 (4135) 323 744 1055 1356 607 50
7.8 18.0 25.5 32.8 14.7 1.2

5 (4135) 349 1123 919 1254 440 50
8.4 27.2 22.2 30.3 10.6 1.2

6 (4135) 337 1046 871 1256 581 44
8.1 25.3 21.1 30.4 14.1 1.1

7 (4135) 85 259 601 1411 1727 52
2.1 6.3 14.5 34.1 41.8 1.3

8 (4135) 501 1383 911 1009 289 42
12.1 33.4 22.0 24.4 7.0 1.0

9 (4135) 1135 1170 908 669 216 37
27.4 28.3 22.0 16.2 5.2 0.9

10 (4135) 435 841 873 1303 644 39
10.5 20.3 21.1 31.5 15.6 0.9

11 (4135) 181 597 989 1662 657 49
4.4 14.4 23.9 40.2 15.9 1.2

12 (4135) 336 722 1107 954 903 113
8.1 17.5 26.8 23.1 21.8 2.7

13 (4135) 275 509 1418 814 1017 102
6.7 12.3 34.3 19.7 24.6 2.5

14 (4135) 411 439 1065 753 1122 345
9.9 10.6 25.8 18.2 27.1 8.3

15 (4135) 342 900 876 1301 659 57
8.3 21.8 21.2 31.5 15.9 1.4

16 (4135) 514 783 734 1308 732 64
12.4 18.9 17.8 31.6 17.7 1.5

労働時間が長い

休暇がとれない

転勤が多い

期待していた仕事の内容ではない

Q10 現在、あなたが仕事をしていて不安に感じたり、負担に思うことはありますか。
それぞれの項目について5段階でお答えください。
※現在仕事をしていない方は、仕事をしていた時の状況を思い出してお答えください。

やりがいを見つけられない

仕事上の人間関係がうまくいかない

仕事と育児との両立がうまくいかない

仕事と介護の両立がうまくいかない

妊娠中に仕事ができるか心配

技術的に自信がない

体力に自信がない

家族の理解が得られない

知識や経験が不足している

給料が安い（収入が少ない）

仕事と家事の両立がうまくいかない

必要なときに短時間の勤務ができない

12.9

9.8

10.6

7.8

8.4

8.1

2.1

12.1

27.4

10.5

4.4

8.1

6.7

9.9

8.3

12.4

21.2

18.5

18.2

18.0

27.2

25.3

6.3

33.4

28.3

20.3

14.4

17.5

12.3

10.6

21.8

18.9

21.8

14.3

16.5

25.5

22.2

21.1

14.5

22.0

22.0

21.1

23.9

26.8

34.3

25.8

21.2

17.8

28.7

36.2

18.4

32.8

30.3

30.4

34.1

24.4

16.2

31.5

40.2

23.1

19.7

18.2

31.5

31.6

14.4

20.1

35.0

14.7

10.6

14.1

41.8

7.0

5.2

15.6

15.9

21.8

24.6

27.1

15.9

17.7

1.0

1.1

1.4

1.2

1.2

1.1

1.3

1.0

0.9

0.9

1.2

2.7

2.5

8.3

1.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

労働時間が長い

休暇がとれない

転勤が多い

期待していた仕事の内容ではない

技術的に自信がない

体力に自信がない

家族の理解が得られない

知識や経験が不足している

給料が安い（収入が少ない）

やりがいを見つけられない

仕事上の人間関係がうまくいかない

仕事と育児との両立がうまくいかない

仕事と介護の両立がうまくいかない

妊娠中に仕事ができるか心配

仕事と家事の両立がうまくいかない

必要なときに短時間の勤務ができない

[Q10] 現在、あなたが仕事をしていて不安に感じたり、負担に思うことはありますか。

それぞれの項目について5段階でお答えください。

※現在仕事をしていない方は、仕事をしていた時の状況を思い出してお答えください。

とても思う やや思う どちらともいえない あまり思わない まったく思わない 無回答
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[Table0013]

単一回答マトリクス 1 2 3 4 5

全体

十分整
備され
ている
と思う

ほぼ整
備され
ている
と思う

どちら
ともい
えない

やや不
十分だ
と思う

不十分
だと思
う

無回答

1 (4135) 1121 1711 656 351 233 63
27.1 41.4 15.9 8.5 5.6 1.5

2 (4135) 1624 1501 674 162 123 51
39.3 36.3 16.3 3.9 3.0 1.2

3 (4135) 1216 1503 874 279 212 51
29.4 36.3 21.1 6.7 5.1 1.2

4 (4135) 1010 1254 1165 349 280 77
24.4 30.3 28.2 8.4 6.8 1.9

5 (4135) 1382 1433 528 460 271 61
33.4 34.7 12.8 11.1 6.6 1.5

6 (4135) 207 517 1594 974 780 63
5.0 12.5 38.5 23.6 18.9 1.5

7 (4135) 341 1191 1566 672 306 59
8.2 28.8 37.9 16.3 7.4 1.4

8 (4135) 816 1634 814 473 340 58
19.7 39.5 19.7 11.4 8.2 1.4

9 (4135) 886 1798 753 405 242 51
21.4 43.5 18.2 9.8 5.9 1.2

10 (4135) 616 1481 1299 425 255 59
14.9 35.8 31.4 10.3 6.2 1.4

11 (4135) 569 1697 1116 468 225 60
13.8 41.0 27.0 11.3 5.4 1.5

12 (4135) 965 1603 808 420 282 57
23.3 38.8 19.5 10.2 6.8 1.4

13 (4135) 387 748 775 872 1299 54
9.4 18.1 18.7 21.1 31.4 1.3

14 (4135) 280 806 1621 841 524 63
6.8 19.5 39.2 20.3 12.7 1.5

15 (4135) 285 798 1483 883 617 69
6.9 19.3 35.9 21.4 14.9 1.7

16 (4135) 478 1270 1140 730 467 50
11.6 30.7 27.6 17.7 11.3 1.2

17 (4135) 476 1188 1386 605 410 70
11.5 28.7 33.5 14.6 9.9 1.7

18 (4135) 346 978 1498 723 522 68
8.4 23.7 36.2 17.5 12.6 1.6

19 (4135) 503 1489 1195 537 357 54
12.2 36.0 28.9 13.0 8.6 1.3

20 (4135) 354 1067 1367 646 639 62
8.6 25.8 33.1 15.6 15.5 1.5

女性用の仕事用衣服の支給

女性専用のトイレや更衣室の整備

肉体的負担を軽減する作業補助器具等の整備

肉体的負担の大きい職務内容の適切な分掌

子育てを支援するための休暇制度（育児休業・看護休暇等）の整備

男女差のない研修制度

子育てと仕事を両立しているモデルケースの紹介

ハラスメント対策

カウンセラーなどの専門家によるメンタル面のサポート

Q11 職場での女性の就業支援はどの程度整備されていると思われますか。
以下の項目ごとに、お気持ちに近いものをお選びください。
※現在仕事をしていない方は、仕事をしていた時の状況を思い出してお答えください。

産休・育休取得者の代替職員を容易に確保しやすい環境の整備

休業からスムーズに復帰できるための研修等の充実

休業中も職場の動きや情報を得られるような仕組み

残業・時間外労働の負荷軽減

出産・子育てや休業からの復職などに関する組織内の相談窓口の整
備

保育園や幼稚園の送迎が可能な勤務時間を選択できる仕組み

有給休暇の取得がしやすい雰囲気づくり

必要な場合に出張や外部研修への参加を減免する仕組み

上司・同僚からの理解を得るための機会 （面談、面接、会議等）

産休や育休に関する制度（申請や給与、復職後の見通し等）に関す
る職場での広報・周知

男女差のない給与形態、昇級・昇格の仕組み

27.1

39.3

29.4

24.4

33.4

5.0

8.2

19.7

21.4

14.9

13.8

23.3

9.4

6.8

6.9

11.6

11.5

8.4

12.2

8.6

41.4

36.3

36.3

30.3

34.7

12.5

28.8

39.5

43.5

35.8

41.0

38.8

18.1

19.5

19.3

30.7

28.7

23.7

36.0

25.8

15.9

16.3

21.1

28.2

12.8

38.5

37.9

19.7

18.2

31.4

27.0

19.5

18.7

39.2

35.9

27.6

33.5

36.2

28.9

33.1

8.5

3.9

6.7

8.4

11.1

23.6

16.3

11.4

9.8

10.3

11.3

10.2

21.1

20.3

21.4

17.7

14.6

17.5

13.0

15.6

5.6

3.0

5.1

6.8

6.6

18.9

7.4

8.2

5.9

6.2

5.4

6.8

31.4

12.7

14.9

11.3

9.9

12.6

8.6

15.5

1.5

1.2

1.2

1.9

1.5

1.5

1.4

1.4

1.2

1.4

1.5

1.4

1.3

1.5

1.7

1.2

1.7

1.6

1.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てを支援するための休暇制度（育児休業・看護休暇等）の整備

男女差のない研修制度

男女差のない給与形態、昇級・昇格の仕組み

女性用の仕事用衣服の支給

女性専用のトイレや更衣室の整備

肉体的負担を軽減する作業補助器具等の整備

肉体的負担の大きい職務内容の適切な分掌

保育園や幼稚園の送迎が可能な勤務時間を選択できる仕組み

有給休暇の取得がしやすい雰囲気づくり

必要な場合に出張や外部研修への参加を減免する仕組み

上司・同僚からの理解を得るための機会（面談、面接、会議等）

産休や育休に関する制度（申請や給与、復職後の見通し等）に関する職場での広報・周知

産休・育休取得者の代替職員を容易に確保しやすい環境の整備

休業からスムーズに復帰できるための研修等の充実

休業中も職場の動きや情報を得られるような仕組み

残業・時間外労働の負荷軽減

出産・子育てや休業からの復職などに関する組織内の相談窓口の整備

子育てと仕事を両立しているモデルケースの紹介

ハラスメント対策

カウンセラーなどの専門家によるメンタル面のサポート

[Q11] 職場での女性の就業支援はどの程度整備されていると思われますか。

以下の項目ごとに、お気持ちに近いものをお選びください。

※現在仕事をしていない方は、仕事をしていた時の状況を思い出してお答えください。

十分整備されていると思う ほぼ整備されていると思う どちらともいえない やや不十分だと思う 不十分だと思う 無回答
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[Table0014]

複数回答 n ％
全体 (4135)

1 精神的に疲れる仕事だったから 271 6.6
2 体力的に自信がなかったから 132 3.2
3 技術的に自信がなかったから 109 2.6
4 業務内容に収入が見合っていなかったから 137 3.3
5 自分には向いていない仕事だったから 123 3.0
6 スキルアップやキャリアアップが望めなかったから 69 1.7
7 短時間勤務なら可能だったが、その時の職場では難しかったから 50 1.2
8 時間の融通がきかなかった、休みが取れなかったから 131 3.2
9 家の近くに適当な職場がなかったから 80 1.9

10
他にやりたい仕事があったから（仕事の内容を具体的にお書きくだ
さい：【　　　】）

65 1.6

11 他にやりたいこと（趣味や勉強など）があったから 60 1.5
12 家事 29 0.7
13 結婚 105 2.5
14 妊娠・出産 281 6.8
15 育児 229 5.5
16 介護 28 0.7
17 人事異動 336 8.1

18
職場や関係者からハラスメントを受けたから（どのようなハラスメ
ントを受けたか(パワハラ、セクハラなど)差し支えない範囲でお書
きください：【　　　】)

98 2.4

19
その他の事情（夫の転勤、家族の反対など）（具体的にお書きくだ
さい：【　　　】）

113 2.7

20 これまで、獣医学上の知識を必要とする仕事を離れたことはない 2883 69.7
無回答 77 1.9

[Table0015]

複数回答マトリクス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

全体

獣医療
関係の
ホーム
ページ

民間の
転職・
求人サ
イト

大学の
就職課
やゼミ
の先
生・先
輩など

ハロー
ワーク

就職情
報誌や
専門雑
誌など

地方自
治体の
ホーム
ページ

求人側
のホー
ムペー
ジやチ
ラシ

求人側
の公式
SNS(X
、
Instag
ramな
ど)

8以外
の
SNS(具
体的に
お書き
くださ
い：)

知人や
友人の
紹介・
口コミ

その
他(具
体的
にお
書き
くだ
さ
い:)

特に
自分
から
情報
は集
めな
い

無回
答

1 (4165) 2838 2795 1041 1466 1301 2256 1864 838 32 2172 64 148 36
68.1 67.1 25.0 35.2 31.2 54.2 44.8 20.1 0.8 52.1 1.5 3.6 0.9

2 (4165) 733 967 123 218 133 366 388 40 8 750 46 100 293
17.6 23.2 3.0 5.2 3.2 8.8 9.3 1.0 0.2 18.0 1.1 2.4 7.0

Q12 これまで獣医学上の知識を必要とする業務から離れたことはありますか。その理由は何ですか。
あてはまるものを全てお選び下さい。

情報収集元（全て）

最も役立つ情報が得られると思うもの（ひとつ）

Q13 今後、もし転職や再就職をするとしたら、転職先や再就職先の情報はどのように集めますか。
あてはまるものを全てお選びください。
また、その中から、『最も役立つ情報が得られると思うもの』をひとつお選びください。
※この質問は縦方向にお答えください。

6.6

3.2

2.6

3.3

3.0

1.7

1.2

3.2

1.9

1.6

1.5

0.7

2.5

6.8

5.5

0.7

8.1

2.4

2.7

69.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神的に疲れる仕事だったから

体力的に自信がなかったから

技術的に自信がなかったから

業務内容に収入が見合っていなかったから

自分には向いていない仕事だったから

スキルアップやキャリアアップが望めなかったから

短時間勤務なら可能だったが、その時の職場では難しかったから

時間の融通がきかなかった、休みが取れなかったから

家の近くに適当な職場がなかったから

他にやりたい仕事があったから（仕事の内容を具体的にお書きください：【 】）

他にやりたいこと（趣味や勉強など）があったから

家事

結婚

妊娠・出産

育児

介護

人事異動

職場や関係者からハラスメントを受けたから（どのようなハラスメントを受けたか(パワハラ、セクハラな…

その他の事情（夫の転勤、家族の反対など）（具体的にお書きください：【 】）

これまで、獣医学上の知識を必要とする仕事を離れたことはない

無回答

[Q12] これまで獣医学上の知識を必要とする業務から離れたことはありますか。その理由は何ですか。

あてはまるものを全てお選び下さい。

(n=4135)
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[Table0016]

複数回答 n ％
全体 (168)

1 　産業動物診療（牛・馬・豚・鶏・その他） 40 23.8
2 　小動物診療（犬・猫・小鳥） 33 19.6
3 　1及び2以外の診療 10 6.0
4 　診療以外の業務であって獣医学上の知識を必要とする業務 125 74.4
無回答 14 8.3

[Table0017]

複数回答 n ％
全体 (168)

1
自ら開設する診療施設において診療の業務に従事（開設者又は法人
代表者）

17 10.1

2 他の者が開設する診療施設において診療の業務に従事 33 19.6
3 自ら往診のみによって診療の業務に従事 17 10.1
4 他の者に雇用され往診のみによって診療の業務に従事 22 13.1
5 農林畜産関係の行政事務に従事 50 29.8
6 公衆衛生関係の行政事務に従事 64 38.1
7 環境関係の行政事務に従事 32 19.0
8 その他の行政事務に従事（分野を具体的に記入：【 】） 4 2.4
9 試験研究に従事（大学勤務を除く。） 38 22.6
10 獣医系大学で教育に従事（教官又は教員） 16 9.5
11 獣医系大学の勤務者（大学院生を含む。）で10以外に従事 8 4.8
12 獣医系大学以外で教育に従事（教官又は教員） 15 8.9
13 製薬関係に従事 25 14.9
14 飼料関係に従事 12 7.1
15 その他（具体的に記入：【 】） 13 7.7

無回答 20 11.9

[Table0018]

複数回答 n ％
全体 (168)

1 個人診療施設 33 19.6
2 農業協同組合 17 10.1
3 農業共済組合、農業共済組合連合会又は特定組合 19 11.3
4 国（本省等） 9 5.4
5 国（検査指導機関） 14 8.3
6 国（その他・具体的に記入：【 】） 1 0.6
7 都道府県（本庁等） 13 7.7
8 都道府県（検査指導機関） 30 17.9
9 都道府県（家畜保健衛生所等） 41 24.4
10 都道府県（保健所等） 29 17.3
11 都道府県（食肉衛生検査所等） 38 22.6
12 都道府県（その他・具体的に記入：【 】） 7 4.2
13 市町村（本庁等） 11 6.5
14 市町村（検査指導機関） 26 15.5
15 市町村（保健所等） 24 14.3
16 市町村（食肉衛生検査所等） 25 14.9
17 市町村（その他・具体的に記入：【 】） 3 1.8
18 独立行政法人 21 12.5
19 国立・公立大学法人 23 13.7
20 私立学校 13 7.7
21 競馬関係団体 8 4.8
22 民間企業 54 32.1
23 公益法人、一般社団・財団法人等 32 19.0
24 その他（具体的に記入：【 】） 6 3.6

無回答 19 11.3

[Table0019]

単一回答 n ％
全体 (168)

1 フルタイム 107 63.7
2 パートタイム 24 14.3
3 アルバイトを含む短時間勤務 21 12.5
4 その他（具体的にお書きください：【 】） 2 1.2
無回答 14 8.3

Q14 あなたが就職を希望する業務の種類としてあてはまるものを全てお選びください。

Q15 あなたが就職を希望する業務の内容としてあてはまるものを全てお選びください。

Q16 あなたが就業を希望する勤務先としてあてはまるものを全てお選びください。

Q17 あなたが就業を希望する勤務形態はどれですか。

68.1

67.1

25.0

35.2

31.2

54.2

44.8

20.1

0.8

52.1

1.5

3.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

獣医療関係のホームページ

民間の転職・求人サイト

大学の就職課やゼミの先生・先輩など

ハローワーク

就職情報誌や専門雑誌など

地方自治体のホームページ

求人側のホームページやチラシ

求人側の公式SNS(X、Instagramなど)

8以外のSNS(具体的にお書きください：)

知人や友人の紹介・口コミ

その他(具体的にお書きください:)

特に自分から情報は集めない

無回答

[Q13] 今後、もし転職や再就職をするとしたら、転職先や再就職先の情報はどのように集めますか。

あてはまるものを全てお選びください。

また、その中から、『最も役立つ情報が得られると思うもの』をひとつお選びください。

※この質問は縦方向にお答えください。 [情報収集元（全て）]

(n=4165)
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[Table0020]

複数回答マトリクス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

全体
業務内
容

勤務場
所・通
勤状況

勤務形
態

残業が
少ない
（そ
う）

平日に
休める
（そ
う）

休日に
休める
（そ
う）

給与・
手当

福利厚
生（保
険等）

職場の
雰囲気

産休・
育休が
取りや
すい

知名
度

その
他
（具
体的
に記
入：)

特に
ない

無回答

1 (168) 131 108 86 66 64 82 118 90 109 28 13 7 2 15
78.0 64.3 51.2 39.3 38.1 48.8 70.2 53.6 64.9 16.7 7.7 4.2 1.2 8.9

2 (168) 56 10 15 7 2 7 28 6 13 0 0 2 2 20
33.3 6.0 8.9 4.2 1.2 4.2 16.7 3.6 7.7 0.0 0.0 1.2 1.2 11.9

[Table0021]

単一回答 n ％
全体 (4165)

1 男性 2125 51.0
2 女性 1912 45.9
3 回答しない 116 2.8
無回答 12 0.3

[Table0022]

複数回答 n ％
全体 (4165)

1 収入を得られるから 749 18.0
2 知識や技能を生かせるから 1277 30.7
3 社会に役立つ仕事だから 1179 28.3
4 動物が好きだから 3043 73.1
5 命を大切にする仕事だから 736 17.7
6 家族や知人にすすめられたから 342 8.2
7 家業を継ぐため 79 1.9
8 国家資格だから 1598 38.4
9 就職に有利だから 668 16.0
10 その他　（具体的にお書きください：【 】） 303 7.3

無回答 10 0.2

[Table0023]

単一回答 n ％
全体 (4165)

1 　20代 395 9.5
2 　30代 1038 24.9
3 　40代 1195 28.7
4 　50代 1029 24.7
5 　60代 413 9.9
6 　70代 82 2.0
7 　80代以上 7 0.2
無回答 6 0.1

[Table0024]

複数回答 n ％
全体 (4165)

1 乳幼児　【 】人 706 17.0
2 小学生　【 】人 844 20.3
3 中学生　【 】人 449 10.8
4 高校生以上　【 】人 730 17.5
5 社会人　【 】人 766 18.4
6 子どもはいない 1598 38.4
無回答 64 1.5

Q20 ご自身の性別をお知らせください。

Q21 あなたが獣医師になった理由は何ですか。あてはまるものを全てお選びください。

Q22 ご自身の年代をお知らせください。

Q23 現在、お子様はいらっしゃいますか。いらっしゃる場合は、お子さまの人数を差し支えない範囲でお知らせください。（いくつでも）

重視すること（全て）

最も重視すること（1つ）

Q18 あなたが再就業する際に重視することとしてあてはまるものを全てお選びください。
またそのうち、最も重視することを1つお選びください。
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